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底枠
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床板
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テキストボックス
①下枠
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テキストボックス
②パネコート
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テキストボックス
③上枠
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テキストボックス
④畦道
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ｐ－８
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自立Ｒエリアコース分解図
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テキストボックス
・杉材底枠上に床板材を敷き、　①下枠、　②パネコート　③上枠　④畦道　を重ねて設置する。
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さんフェア秋田2017 第25回全国高等学校ロボット競技大会
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テキストボックス
自立Ｒエリア①下枠
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テキストボックス
　ツーバイツー材を使用　外枠1800×2200㎜に枠組をし、Ａ・Ｂに穴加工済みのパネコートを合わせて固定設置する。※　寸法は概算参考値である。　　内側のツーバイツー材で「稲穂」　　設置穴を塞がないようにする。
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さんフェア秋田2017 第25回全国高等学校ロボット競技大会
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ws36
テキストボックス
自立Ｒエリア水田エリア（穴位置寸法図）
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テキストボックス
パネコート （黄色）を使用穴中心間隔　縦４５０㎜（ライン中央より２２５㎜）　　　　　　横４２０㎜（ライン中央より２１０㎜）トレースライン中央より等間隔に設置する。トレースラインの詳細は別図p-11参照
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８×Φ７０㎜ホールソー穴
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畦道設置

　　
上枠設置
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自立Ｒエリア水田エリアトレース用ラインテープ貼り位置寸法図
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ｐ－１１

ws36
テキストボックス
Scotch3M 117(黒）幅19㎜テープを使用　寸法位置がテープの中心になるように貼る。※　畦道、上枠が設置される部分は必要なし。　　上枠設置後、貼り付けても良い。　　下部のラインは、板を2枚重ねた場合、　　ラインの半分が表示されたものである。
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ws36
テキストボックス
立体イメージ図
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自立Ｒエリア水田エリア（上枠組立寸法図）

ws36
テキストボックス
枠左側面と堰上をツーバイフォー材（L338㎜）で上面に固定する。※　コース枠固定用TUWA-40を使用する。
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テキストボックス
ツーバイツー（２×２）材を使用。※　一部前面のみツーバイシックス（２×６）材を使用　　組立前にグリーン色に塗装する。（塗料、色指定は特になし）　　中央部の畦道板下の寸法は任意。（図寸法は参考値）　　（自立補助者が「んだッチ」を取り除く時の補強材である。）
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ｐ－１２
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テキストボックス
この部分のみツーバイシックス（２×６）材を使用
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テキストボックス
自立Ｒエリア畦道エリア（畦道板組立寸法図）
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ｐ－１３

ws36
テキストボックス
　固定加工後グリーンシートを貼り付ける。（①②の繋ぎ目をシートにより目立たない状態にする）

ws36
テキストボックス
パネコート板を使用①　1800×400×t2㎜　t12㎜　1枚②　 400×400×t2㎜　t12㎜　1枚を上枠中央部に固定する。※　固定方法は任意とする。
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①
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②
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さんフェア秋田2017 第25回全国高等学校ロボット競技大会
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ws36
テキストボックス
上記①②のt2をt12に訂正し、訂正版 ⑧_⑲_(c)ver_2としました。
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ws36
テキストボックス
自立Ｒエリア畦道エリアラインテープ寸法図
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ｐ－１４
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←
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町内エリア側
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テキストボックス
妙技エリア側

ws36
テキストボックス
→

ws36
テキストボックス
グリーンシート(中川ｹﾐｶﾙ ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ 425ﾋﾞﾋﾞｯﾄｸﾞﾘｰﾝ)を貼り付けた上に①　Scotch 3M 471（白）幅50㎜を寸法値の中心に貼り、その上に②　Scotch 3M 117 (黒）幅19㎜を貼り付ける。
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テキストボックス
妙技エリア＋スロープ部組立寸法図

ws36
テキストボックス
⑤妙技エリア到達　確認用ライン　　Scotch 3M　　117(赤)を貼る。
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ｐ－１５
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④スギッチスタート枠Scotch 3M117(黒)を貼る。
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②
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上面に合わせて面取り加工
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テキストボックス
③ツーバイツー（2×2）材を使用

ws36
テキストボックス
①　妙技エリア部 900×1200×300㎜②　スロープ部 　900×1200×300㎜をコンパネで加工する。③　落下防止枠を背面、コース内面側2面にツーバイツー材で加工④　スギッチスタート枠（600×600㎜）の外側に黒テープを貼る。⑤　スロープと妙技エリアの境界のスロープ側に、赤テープを貼る。
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テキストボックス
スロープ先端はできるだけ段差の無いように加工する。
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んだッチ・竿燈スタート枠寸法
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自立Ｒコース
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堰枠
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③
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②
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　床面はパネコートを正面側から横置きに2枚設置、繋ぎ目にラインテープを貼る①　んだッチスタート枠 350×350㎜②　竿燈スタート枠　　 600×600㎜③　トレースライン※　①の枠内にも貼る①枠　赤テープ②③　黒テープを貼る。①②枠はサイズの外側にテープを貼る。
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黒テープ
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赤テープ
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ws36
テキストボックス
きりたんぽ台設置位置枠寸法図
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テキストボックス
タイプ１（下）タイプ２（上）コンパネ材（1800×900㎜）を使用各寸法位置を中心に「赤色」油性ペンで「きりたんぽ台Ａ・Ｂ」と同サイズの枠を描く。※　枠線の幅は任意とする。　　本大会では１０㎜程度の枠とする。　　枠内Ａ・Ｂは記入不要※　町内エリア側よりタイプ１、　　タイプ２を交互に計４枚敷く。
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タイプ２
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タイプ１
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きりたんぽ台Ａ きりたんぽ台Ａ
完成イメージ図
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きりたんぽ台Ｂ

組立完成図（断面図）

TS-25C

M5 スプリングワッシャー

M5×16ボルト

M5 ワッシャー

きりたんぽ台A
きりたんぽ台B

爪付きTナットM5

φ6.5㎜の下穴加工

φ5.0㎜の下穴加工

きりたんぽ台Ｂ
完成イメージ図

組立断面図
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　※　きりたんぽ台Ａ（JAS合板 600×100×t12㎜）　　　　　　　　　Ｂ（JAS合板 400×100×t12㎜）　　の所定位置にφ6.5㎜の下穴加工後、爪付きTナット　　を底部側より打ち込み、板上に塩ビエンドキャップ　　TS-25CをM5ボルト・スプリングワッシャー・　　ワッシャーで固定する。注　爪付きTナットの底部が板底に出ないように加工する。　　完成したきりたんぽ台Ａ・Ｂをコース内の指定枠に置く。
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きりたんぽ台製作寸法図
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稲穂・かかし配置図
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テキストボックス
　競技開始前の「稲穂」・「かかし」の配置位置は図の通りとする。（平面図「か」の位置が、かかし配置位置）　かかしは、水田エリアＡ・Ｂに各２本、計４本配置する。（図参照）　「稲穂」は、各水田エリアのかかし配置以外の位置に計１２本、畦道エリアのトレースラインのクロス上に計４本、合計１６本配置する。※　大会係員が、「稲穂」の輪の向きをコース左側面　（自立Ｒスタート側）に向け設置する。競技者は、　競技開始前の準備時間内に（自立Ｒ）が収穫しやす　い状態に、輪の向きを変更しても良い。
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配置イメージ立体図

ws36
テキストボックス
配置イメージ平面図
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かかし配置
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水田エリアＢ
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水田エリアＡ


